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2) 1938年にフィリピン社会党 (SPP) とフィ
リピン共産党 (PKP)が合同して,新 しく
フィリピン共産党 (PKP) が結成された｡
フクの指導者ルイス･タルクはSPP出身｡
評
によって形成されていくとする点,抑圧の高まりと
反乱の増大の連関を主張する政治環境重視の立場に
対 して,両者が必ずしも正比例 しないと指摘する点
など,ルッテンの主張は,実際の農園でのフィール
ドワークのデータから証明 しており,説得力を持
つ｡しかし,ルッテン自身も注意深 く避けているが,
ネグロスの農園の例を一般化することはできない｡
また,活動家が大衆を動員する活動の範囲を決定す
る要因として,政治環境等が全く関係ないわけでも
ない｡ルッテンの議論は,むしろ大衆の革命運動へ
の動員を環境のみに還元するのではなく,諸要因の
複雑な連関によって動員が図られることを描き出し
た点で意味があるといえる｡
なお,本書では直接言及されていないが,CPPの
分裂と衰退,そして,左翼運動の合法活動への転換
が,特に1992年のラモス政権成立以降加速的に進
んでいることを最後に付け加えたい｡ラモス政権の
推進 した和平交渉と包括的な特赦プログラム,ま
た,一方で好調な経済再建は,武力による革命運動
を一層マージナルなものにしている｡加えて,本格
的な地方分権化は,地方政府の権限を強めNGOの
地方行政-の参加の窓を開けたが,NGO活動家と
して, さらには地方議会議員として地方行政に関与
する左翼活動家も現れている｡ フィリピンにおける
左翼運動は新たな可能性を模索している｡
* 本稿の執筆にあたっては,AmadoMendoza
フィリピン大学助教授 (政治学科)に助言いた
だいた｡記して感謝の意を表したい｡
(川中 豪 ･アジア経済研究所)
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